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検疫所って？？
検疫所では、入国時の旅行者への検疫・健康相談、出国者に対する保健情報の提

供、海外からの船舶や航空機が到着する区域（海空港）における媒介動物等に対す

る衛生管理、輸入食品に対する厳正かつ効率的な監視、動物由来感染症侵入防止対

策の強化のための動物の輸入届出制度など…を行っています。
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蚊がうつす感染症って？？

たとえば。。。
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WHO International travel and health. Malaria, countries or areas at risk of transmission, 2011をもとに作成

（出典：厚生労働省検疫所FORTHホームページ）

マラリア

蚊の種類：ハマダラカ属

感 染 環：蚊 ヒト 蚊
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（出典：厚生労働省検疫所FORTHホームページ）

デング熱

蚊の種類：ヒトスジシマカ、ネッタイシマカ

感 染 環：蚊 ヒト 蚊
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（出典：厚生労働省検疫所FORTHホームページ）

チクングニア熱

蚊の種類：ヒトスジシマカ、ネッタイシマカ

感 染 環：蚊 ヒト 蚊
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（出典：厚生労働省検疫所FORTHホームページ）

日本脳炎

蚊の種類：コガタアカイエカ

感 染 環：蚊 ブタ 蚊
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地球温暖化に関する九州カンファレンス 公開セミナー

「気候変動による生活への影響 ～持続可能な未来を考える～ 」
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蚊の季節消長
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2016年の日本の年平均気温の

1981〜2010年平均基準における偏

差は+0.88℃（20世紀平均基準にお

ける偏差は+1.48℃）で、1898年の

統計開始以降、最も高い値となりまし

た。日本の年平均気温は、長期的には

100年あたり約1.19℃の割合で上昇

しており、特に1990年代以降、高温

となる年が頻出しています。

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平均、
直線（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981〜2010年の30年平均値。

日本の年平均気温の偏差の経年変化（1898〜2016年）

出典：気象庁HP（http://www.jma.go.jp/jma/index.html
９



ヒトスジシマカとは・・・

・日本では、沖縄県から東北地方まで広く分布する。

・幼虫は、庭の水がめや、植木鉢の水受け皿、竹の切り株、お墓の花立て、

雨水マス、放置されたプラスチック容器、古タイヤなどで発生している。

・林縁部、木立に囲まれた墓地や公園、樹木の植えられた庭などが吸血場所

である。

・昼間吸血性

・薄明と薄暮に吸血飛来数が多くなる２山型である。

・成虫の移動は短距離で100ｍ内外とされている。

デング熱媒介蚊の生態(東南アジアを例として)(IASR：Vol.25 p 34-35)から引用
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ヒトスジシマカの分布北限は1946～
1948年頃、進駐軍の詳細な調査では栃
木県北部であった。しかし、その後徐々
に分布域を北へ拡大しており、現在、秋
田県と岩手県で侵入・定着が認められて
いる（図２）。これら定着が確認された

地域の年平均気温は約11℃以上で、
この条件を満たす地域では定着が可能で
あると考えている。2009年に盛岡市内
でヒトスジシマカが古タイヤから１コロ
ニー確認された。定着を確認するために、
2010年に、前年コロニーを検出した古
タイヤを中心に、周辺の半径約150mを
徹底的に調査した。その結果、24地点で
36コロニーのヒトスジシマカ幼虫が確認
され、盛岡市内では確実に定着している
ことが示された。2010年には青森県の
八戸で初めてヒトスジシマカのコロニー
が確認された。年平均気温の条件ではぎ
りぎりであるが、定着が起こるか今後明
らかにしたい。

ヒトスジシマカの生態と東北地方における分布域の拡大(Vol. 32 p. 167-168: 2011年6月号)

ヒトスジシマカの分布域拡大

出典：国立感染症研究所ホームページ （https://www.niid.go.jp/niid/ja/）
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検疫所における採集記録
（ヒトスジシマカ幼虫）

2014年

2015年、2016年

No. 都道府県 港

１ 青森県 青森港

２ 八戸港

３ 岩手県 宮古港

４ 釜石港

５ 大船渡港

６ 宮城県 気仙沼港

７ 石巻港

８ 仙台塩釜港

９ 秋田県 秋田船川港

１０ 山形県 酒田港
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ネッタイシマカとは・・・

• ヤブカの一種で、熱帯・亜熱帯地方に広く分布している

• ヒトの生活に密接に関係した生態を持つ

• コンクリートジャングルのような無機的な環境にも適応している

• 小型の人工容器に産卵する

• 卵は乾燥状態で少なくとも1か月は生存できる

• ヒトの血を好んで吸血する

• 日中であれば殆どいつでも吸血する

• 行動が素早い、しつこく吸血のため飛来する

• 生息密度が低い

• デング熱、チクングニア熱、ジカウイルス感染症、

黄熱など様々な感染症を媒介する

デング熱媒介蚊の生態(東南アジアを例として)(IASR：Vol.25 p 34-35)から引用
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Health Intelligence: Analyzing health data, generating and communicating evidence to improve population health

ネッタイシマカが確認されている地域

主な生息地は、熱帯・亜熱帯地域であり、現在、国内では生息は確認されていない。
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https://healthintelligence.drupalgardens.com/


実験的には幼虫の発育が可能な最低温度は10℃付近といわれている。

→ 九州では４月～10又は11月までは十分繁殖可能。

しかし、1２月～翌年３月までは、卵の状態で低温で乾燥した冬を越す必要がある。

ネッタイシマカは、休眠性のような特殊な性質を持たないといわれている。

そのため、現在のところネッタイシマカの九州地方への再定着は起こりにくい

と思われる。

ネッタイシマカの日本再定着の可能性

デング熱媒介蚊の生態(東南アジアを例として)(IASR：Vol.25 p 34-35)から引用
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検疫所におけるﾈｯﾀｲｼﾏｶ採集記録

福岡空港
２００２年

中部国際空港
２０１６年

東京国際空港
２０１３年

成田国際空港
２０１２年
２０１３年
２０１４年
２０１５年
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国
際
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周
辺
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外

もしも地球温暖化により気温が上昇したら。。。？
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個人できる蚊の対策
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感染症成立における3つの条件

感 染

病 原 体

感染経路感受性宿主

デング熱
チクングニア熱 etc.

ヒト etc.

蚊 etc.

り患しないためには．．．？
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イエカ属の産卵
(卵塊)

産卵台に生み付けられた卵
(ヤブカ属)

幼虫の発生水域について
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蚊の対策①

蚊の発生源を増やさない。
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蚊の対策②

蚊から身を守る。

蚊の種類によっては、沼、湖、湿地、

潟、水田、用水路、井戸などを発

生源とする場合もあります。
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関連資料：

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

厚生労働省検疫所FORTHホームページ（http ://www.forth .go . jp）

国立感染症研究所ホームページ （https://www.ni id.go. jp/ni id/ja/）


